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1．は じ め に

　まずもって第 87回学術集会がパシフィコ横浜で
2014年 5月 9日～ 11日に「Ultrasonic Week 2014」
として開催され，盛会裏に終了したことを参加者及
び関係各位に深謝いたします．
　2011年 9月 30日の日本超音波医学会理事会で第
87回学術集会の大会長にご指名をいただきました．
この時の企画書で，超音波医学における「情報と活
動」の「共有と統合」を通した質の向上を目指すこ
とを強調させていただきましたが，これが皆様のご
協力で Ultrasonic Week 2014として結実し実施の運
びに至りました．

2．Ultrasonic Week 2014について

　学会会場は当初より複数の学会研究会の同時開催
の可能性を念頭に置き，そのための十分なスペース
を前提にパシフィコ横浜を展示会場とアネックスま
で含めて使用することにいたしました．
　関係諸団体に対する協力の呼びかけを 2012年 3
月より開始いたしました．
　開催の趣旨を『昨年発生した東日本大震災から約
1年が経過した今，また TPP等日本経済の先行き
に不透明感が漂い日本の医療制度そのものが混迷を
呈する情況のなかで，学会運営のあり方を再考する
必要を強く感じました．そこで超音波医学会理事会
の了承のもとに，プログラムの充実，研究発表内容
の向上，参加会員の経済的，時間的負担の軽減，そ
して学会運営に対し協賛してくださる製薬会社等の
負担の軽減を考慮し，超音波関連学会及び研究会を
「超音波Week 2014（仮称）」として同時期に開催す
ることを検討しております．その枠組みを構築する
なかで超音波を介在して医療に関係する各分野の情
報共有とその活用を視野に入れて，それぞれの学会
と研究会が効率的且つ効果的な学術集会を開催でき
ればと考えております．つきましては，意とすると
ころをおくみ取りいただきまして，何とぞ，格段の
ご理解とご賛同を賜りたく，お願い申し上げます．』

の文章に託して，最初に超音波医学会として会員歴
を超音波専門医の受験条件として認定している学会
と研究会に対して検討を依頼いたしました．　
　またメリットとして想定される点として
　a　単独開催より情報発信が格段に強化されるこ

とが期待できます．
　b　学会発表内容の一層の向上が期待でき，円滑

な情報の共有が可能となります．
　c　併催することで，それぞれの会員相互の交流

を図ることができます．
　d　それぞれの総会開催経費，会員の総会参加に

要する経費が削減できます．
　e　協賛企業の負担が軽減できます．
　f　アジア地域における日本の超音波医学のプレ

ゼンス向上が期待できます．
などを挙げさせていただき，参加を検討する際の一
助としてもらいました．
　その結果，最終的に 5つの学会研究会が同時開催
となり 8 つの学会研究会が共同企画という形で
Ultrasonic Week 2014に参画することになりました．
共通のテーマはこれからの超音波医学に関連する学
会・研究会のさらなる協力関係の発展を念頭におい
て「未来への共振」といたしました．Ultrasonic 
Week 2014として実現した同時開催，共同企画の一
覧を提示いたします．

同時開催
　日本超音波医学会第 87回学術集会
　第 6回アジア造影超音波シンポジウム（ACUCI）
　第 32回日本乳腺甲状腺超音波医学会
　第 114回腹部エコー研究会
　第 4回日本甲状腺 Intervention研究会
共同企画
日本心エコー図学会 日本消化器内視鏡学会附置研究会
日本母体胎児医学会 超音波内視鏡下治療研究会
日本消化器がん検診学会 光超音波画像研究会
日本超音波検査学会 基礎技術研究会
日本脳神経超音波学会

一般社団法人日本超音波医学会第 87回学術集会を終えて

会長　貴田岡　正史　　　　　　　
（公立昭和病院　内分泌・代謝内科）
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3．プログラム構成

　実行委員は 15分野 49名の方にお願いいたしまし
た．同時開催と共同企画の学会・研究会より 10名
の方に参画していただき，両者をあわせ 59名で拡
大実行委員会を組織いたしました．消化器領域の
DDW-JAPANの長年にわたる実績は周知の事実で
すが，超音波医学関連では多数の学会・研究会の共
同作業は初めての経験であり，準備段階の調整の難
しさは予想以上でありました．そのため，結果的に
関係各位に多大なご迷惑をおかけする事態になりま
した．このような状態にもかかわらず休日返上でプ
ログラム編成作業にあたられた実行委員をはじめと
する関係者各位に頭の下がる思いで一杯です．お陰
様で最終的には非常に充実したプログラム構成を実
現することができました．

4．広 報 活 動

　Ultrasonic Weekという形態の一部を担う形で学
術集会を開催することは，日本超音波医学会にとっ
ても初めての試みなので，事前の広報活動に力を入
れました．
① 超音波医学会の会員の皆様へ開催枠組みの周知
徹底をはかるため隔月で郵送される和文誌「超
音波医学」にリーフレットの同梱を 2回実施い
たしました（図 1）．

② 会員の皆様に対する一斉メール配信も学会事務
局の協力のもとに新たな情報共有が必要とされ
た際に遅滞なく実施させていただきました．

③ 会員向け以外に他領域にまたがる本学会の特性
を生かし，関連する 151学会にポスター一式の
掲示を行いました．

④ アジアを中心とした海外向けに共同通信を介し
てプレスリリースを発信しました（図 2）．

5． Ultrasonic Weekとして参加者の皆様の利点に
配慮

　超音波医学の特徴の一つである臨床多領域にわた
る内容をより網羅的に共有できる機会を設定できま
した．コメディカルを含む医療従事者は出張費とし
て年一回の支出を限度として認められていることが
多く，一回当たりの費用がある程度まで高くても資
格認定単位等ができるだけ多く取得できることも魅
力となります．学術展示会もスケールメリットが得

図 1

図 2
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られため展示企業にとっても費用対効果が高いもの
でした．今回の Ultrasonic Weekの企画はこれらの
点でも評価が高く，結果的に大幅な参加者増に結び
つきました（図 3）．

6．学会開催の実際

　学会当日の天候を心配しておりましたが，幸いな
ことに 3日間とも富士山を遠望できる快晴の日が続
きました．これもひとえに皆様のご努力にお天気も
応えてくれたものと感じております．

　① いざ会場へ　
　パシフィコ横浜の会議センター，展示場，アネッ
クスはもともとコンパクトにまとまった会場ではあ
りますが，動線が分かれることになったため案内等
に工夫を凝らしました（図 4）．
　Ultrasonic Weekの形態で実施するにあたり参加
費の設定を慎重に検討しましたが，結果的に参加費
は希望する参加形態によって多種類に及ぶことにな
りました．そのため，参加受付は自動受付機を使用
する替りに豊富な人員を配置することで混乱をきた

図 3

図 4
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さない工夫をいたしました．お陰様で日本超音波医
学会単独の人数でみてもこれまでの最高の参加人数
となりましたが，Ultrasonic Week 2014全体の受付
業務としても比較的円滑に運営可能でした．1階ホ
ワイエに広い総合 PCスライド受付を設け各学会，
研究会の同時受付を前提に受け入れ能力に余裕をも
たせました（図 5 a, b）．
　
　② 学会規模について
　1）演題数は　会長口演 1題　特別講演 1題　教
育講演 1題　Internal Symposium 2企画　計 21
題　共同企画 6企画　計 42題　領域横断と領
域別特別企画 51企画　計 272題　ハンズオン
セッション 2 企画　計 18 題　奨励賞演題 21
題　一般演題 588題の総計 965題にのぼりまし
た．この他に教育セッションとして 20講演，
スポンサードセミナー 26企画　ハンズオン 9
企画　シミュレーター研修 1企画が実施されま
した．　
Ultrasonic Week 2014全体としてはこれに日本
乳腺甲状腺超音波学会 83題，アジア造影超音
波シンポジウム 41題　甲状腺インターベンショ

ン研究会 6題　腹部エコー研究会 3題　「産婦
人科超音波セミナー 2014」（医師向け）23演題　
「産科超音波セミナー 2014」（コメディカル向け）
11演題が加わりました．この他に各種講習会
が開催されました．

　2）参加人数とその内訳
　　JSUM　（単独）　 4, 607名
　　JABTS（単独）　 513名
　　ACUCI（単独）　38名
　　甲状腺インターベンション研究会（単独）　23名
　　腹部エコー研究会（単独）　296名
　　Ultrasonic 2014共通券　726名
　　日本消化器がん検診学会シンポジウム　216名
　　産婦人科超音波セミナー　140名　　
　　産科超音波セミナー　140名　　　　

となり総計 6, 830名の参加者となりました．こ
の他に市民公開講座参加者や福島県派遣スタッ
フ，甲状腺超音波検診受診者などが来場いたし
ました．

　③ 会長講演は「甲状腺超音波診断の過去・現在・
未来」の演題名で行われ，これまで長年に渡り研究

図 5 a　学会初日の受付風景

図 5 b
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テーマとしてきた微少血流の臨床評価を基軸に先達
の業績から新技術の将来への展望にも言及したもの
でした（図 6）． 

　④ 特別講演は長崎大学名誉教授で放射線影響協
会理事長の長瀧重信先生による「放射線と甲状腺が
ん：広島・長崎，チェルノブイリ，そして福島，－
医療従事者の役割と責任－」（図 7 a）でその結論は
科学的・客観的知識の共有が重要で，福島での 3年
間の科学的・客観的な調査による放射線の個人の被
ばく線量は，現在も将来も健康影響は考えにくいと

いうものでした．長瀧先生の哲学とでもいうべき「放
射線を正しく怖がる，放射線を怖がりすぎない，し
かし，侮らない．知識の共有のために，対話を少人
数で行い客観的な正しい知識をまとめる．被災者に
寄り添う医療職の役割として被災者の健康被害をあ
らゆる意味で最低に」とのお言葉は心に残るもので
した．特別講演終了後，学会員と参加者を代表して
感謝状と記念品の贈呈を行いました（図 7 b）．
　教育講演は志村浩巳先生に「甲状腺疾患スクリー
ニングの有用性と問題点」のテーマで講演いただき
ました（図 8）．

図 6

図 7 a 

図 7 b



888 Jpn J Med Ultrasonics Vol. 41 No. 6（2014）

　⑤ この他の特別企画は前述のごとく 61企画にの
ぼりましたが，このうちの 4企画についてご紹介い
たします．
　1）コメディカル中心の企画として「さまざまな

立場の超音波検査士をマネージメントする」
を行いました（図 9）．

　2）乳腺と甲状腺についてそれぞれ International 
Symposiumを開催しました（図 10）．

　3）特別プログラム領域横断企画として 2014年 4
月に発足した日本専門医機構による「新専門
医制度と超音波専門医」について当学会でこ
れまで専門医制度の確立と質の向上にご尽力
された千田先生と現在制度の整備を直接担当
されている方々によるシンポジウムを開催い
たしました（図 11）．

　4）ハンズオンセッションとして日本超音波医学
会「機器及び安全に関する委員会」および日
本超音波検査学会「安全委員会」共催企画で
「超音波検査者が安全・快適に働くために－検
査環境の現状把握と改善に向けた取り組み－」

を行いました．展示会場に特設の検査室を組
み上げ実際に超音波断層装置を設置して実体
験可能な企画でした．

　⑥ Ultrasonic Week 2014×超音波 Week 2014市
民公開講座は，5月 11日（日）の 13時から第一会
場（メインホール）で開催されました．テーマは
「知って安心！気軽に受けられ，ここまで分かる！
超音波検診」といたしました．
第一部　産婦人科　13：00～ 14：00
　体に優しく，詳しく分かる，超音波診断座長：

図 8

図 9

図 10
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岡井　崇　先生　（愛育病院　院長）
　婦人科検診って，どんなことをするの？　－超音
波検査で分かる子宮卵巣の病気－ 

第二部　甲状腺　14：10～ 15：00
　震災後 3年目を経過した福島における小児甲状腺
超音波検査について 

第三部　乳がん　15：10～ 16：00
　乳がんの診断と治療　－最近の話題より－
　［診断編］　乳がんはどのように見つけて，どの
ように診断するのか．

　［治療編］　乳がんの発症予防はどこまで可能か？ 
の三部構成で若い女性を中心に 390名の市民が参加
いたしました．

7．学術展示について

　展示場は Ultrasonic Weekのいずれの学会，セミ
ナー，研究会の参加者であれば全て入場可能といた
しました．機器業展示のみならず参画学会・研究会
の紹介コーナー，日本超音波医学会機器及び安全に
関する委員会検査環境検討小委員会による「理想的
な検査室」の展示，横浜コンベンションビュウロー
等の参加も得られ例年にない規模になりました．ま
た「オープンシアター」やハンズオンの 3会場も展
示場内に設置し利便性を図りました．それぞれの配
置にも工夫を凝らしましたので展示会場図を提示い
たします（図 12）．お陰様で好評を博し peak時に
はラッシュ時の電車を思わせる混雑ぶりでした（図
13）．

図 11

図 12
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8．Ultrasonic Weekとして新たに実現したこと

　① 福島県と福島県立医科大学のご協力を得て福
島県県民健康調査に用いる超音波検診車の展示を行
いました（図 14）．神奈川県に避難されている対象
者（被災当時 18歳以下）の甲状腺超音波検診を実
施いたしました．被験者のプライバシーに十分配慮
して動線と実施場所を分離して関係者ご努力で平成
26年 5月 10日（土）　131人，平成 26年 5月 11日
（日）　157人計 288名の検診をつつがなく実施いた
しました．

　② Ultrasonic Luncheon Seminar Digital Archive
　ランチョンセミナーは必然的に同時開催が多くな
ります．また，限られた時間で濃縮された最新の情
報提示がなされますので興味ある内容のセミナーが
目白押しになります．当然見逃さざるを得ないセミ
ナーが存在することになります．そこで演者の先生
と該当企業の許可が得られたセミナーを動画配信す
ることにしました．そこで本学術会議では web上

に Ultrasonic Luncheon Seminar Digital Archive を設
け，見逃したランチョンセミナーを，開催翌日正午
以降にホームページでご覧いただける機会を設けま
した．閲覧に必要な ID，パスワードは当日参加登
録時に配布いたしました．アクセス数は約 2, 300と
なり十分活用していただけたと考えられました．
　また，ランチョンセミナーはそのお弁当も魅力の
一つですが，そこに競争原理を導入しました．複数
業者によるコンペティションの結果を集計して点数
化いたしました（図 15）．

　③ シミュレーターを用いた各種疾患の超音波研修
　参加は事前申し込み制で産科，循環器，消化器の
3分野のエキスパートの先生に講師をしていただき，
実体験に近い形でトレーニングを行い大変好評でし
た．

　④ 学会で開催したハンズオンセッションとスポ
ンサードのハンズオンセミナーの 2本立てで実施い
たしました．

図 13

図 14
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9．Get Together

　会場は学術展示場と同じフロアーとし参加者の満
足度を第一とするため複数業者によるコンペティ
ションを行いました．また，学術展示への参加も同
時に行えるように配慮した結果，機器展示は 20時
までオープンといたしました．
① 乳がん手術患者の山田邦子さんによる talk show
を行いました．実体験に基づき患者さんの立場
と医療者としてのあるべき姿が浮き彫りになっ
たように思います（図 16）．

② 前回に引き続いて開催したクイズコンテストの
表彰式も行いました（図 17）．

③ セレモニー終了後，適度のアルコールと飲食を
楽しみながら多岐にわたる学会・研究会の参加

図 15

図 16

図 17
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者がお互いに直接情報を共有し懇親を深めまし
た（図 18）．

10．次回の開催に向けて

　最終日閉会式終了後次回会長の東邦大学消化器内
科教授住野先生とともに今回の Ultrasonic Weekの
盛会裏の無事終了を感謝するとともに来年の成功を
祈念して握手をいたしました（図 19）．

11．反 省 点

　複数の学会研究会が協同で継続的に開催するため
の恒常的組織が望まれます．
　準備段階の調整の難しさが予想以上であったため，
情報の共有や事務連絡に齟齬をきたし，関係各位に
多大なご迷惑をおかけする事態になりました．
　多団体がかかわる学会開催に対するノウハウの蓄
積が将来への課題と考えられました．

図 18

図 19


